
2008年度に大分県は「おおいた地域医療支援システム構築事業」を大分大学医学部に委託した．担当教授が
小児医療過疎地域を巡回し，その地域の医療、保健、教育、福祉と連携して，その地域を「子育てしやすい地域，
笑顔の子どもを育む地域」とするための活動である．

その主な活動は，感染症予防，アレルギー対策，発達障害児支援，医療的ケア児支援，救急医療体制整備，
生活習慣病予防，虐待予防・貧困対策，病児保育，災害対応，地域病院に勤務する医師の卒後研修で，それ
ぞれの分野の体制整備に努め，いくつかの成果を論文として公表してきた．

今後の小児医療が目指すべき小児医療過疎地域支援の一例として報告する．

シンポジウム9 座長：�是松　聖悟　埼玉医科大学総合医療センター　小児科 ／ 山口　直人　川崎市北部地域療育センター

小児保健・医療ができること、小児保健・医療でなければできないこと　～多職種で行う、これからの支援

笑顔の子どもを育む地域小児医療支援
是松　聖悟
埼玉医科大学総合医療センター　小児科
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